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研 究 課 題 GCOM-C/SGLI データによる地表被覆変化分析のための基礎的検討 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

2018 年末に打ち上げられた日本の気候変動観測衛星 GCOM-C/SGLI は地球をグローバル

に観測し、地球全体の地表被覆や温度環境をこれまでになく詳細に調査できることが期待さ

れている。本研究は、この SGLI データにより、広域の地表被覆や地表温度の分布を分析する

ためのアルゴリズム開発を含む基礎的な解析手法の検討を行うことを目的にした。地表被覆

や温度分布状態とその変化の分析は、これまで主に米国の LANDSAT や Terra･Aqua などの

観測データで行ってきたが、GCOM-C/SGLI データでは、より高精度な観測が可能であり、

より詳細な地表被覆･温度状態とその変化解析のための基礎的な解析手法の検討を行った。 

研 究 
 
 
の 
 
 

結 果 

 本研究では、GCOM-C/SGLI データの今後の利用・解析を想定し、(1)東京都市圏の土地被

覆状況と地表温度分布の関係、(2)中央アジア・バルハシ湖周辺の微地形分布調査を中心に研

究を行った。SGLI のデータの本格提供は、ほぼ 2019 年からであったため、その解析手法や

分析について、既存の LANDSAT-8/OLI･TIRS データを中心に適用して研究を実施した。 
 東京都市圏の土地被覆状況と地表温度分布の関係については、夜間にヒートアイランド現

象を反映し都心部が高温になることが確認できたが、昼間ではこれとは異なり都心部が低温

になる現象が観測された。この現象について、土地被覆との関係分析により、高層建築物の影

の影響が大ききことが分かった。また、熱収支分析においてもその関係が明瞭に示された。 
 バルハシ湖周辺の微地形分布調査では、LANDSAT-8/OLI データおよび ALOS-2/PALSAR-
2 データと既存の DSM データに対するフィルタリング処理や差分処理の解析により、バルハ

シ湖南側のイリデルタにおける 5 つの地形面の分類抽出が可能であることが示された。 

研 究 
 
の 
 

考 察 
・ 

反 省 

GCOM-C/SGLI による観測データの一般への提供開始は 2018 年末以降になったため、

GCOM-C/SGLI データの十分な入手が難しかった。このため、そのデータの解析を想定して、

観測波長帯が類似している LANDSAT-8/OLI･TIRS データを用いた解析を中心に実施した。

その結果、東京都心部の昼間における特異な地表温度分布に関し、その要因と発生メカニズ

ムとしての熱収支について詳しい分析ができた。また、中央アジアの乾燥地帯の微地形分布

と区分に関し、DSM データと中間赤外線と近赤外線データによる正規化植生指標(NDVI)の
統合解析により、詳しい分類の可能性を示すことができた。GCOM-C/SGLI データの実際の

適用は今後になるが、LANDSAT-8/OLI･TIRS データに比べて観測頻度が向上しており、特

に東京都市圏のより詳細な熱環境分析が期待された。 
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